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第１Ｐ 	
 関 東 大 会 出場を決めた両チームの戦い。ビックセンターを擁する昌平か、埼玉選

抜のガードと双子のコンビネーションが面白い川口北との準決勝。お互いハーフコートマ

ンツーマンディフェンスで始まり、昌平は序盤＃６＃７の３本の３ｐとビックセンター＃

１５のリバウンドシュートで得点を重ね、ゲームを優位に進める。川口北は持ち前の小気

味いいパス回しからの合わせや、＃６のドライブでついて行き、ゴール下では昌平＃１５

に支配されるも、２本のインターセプトで速攻を決め、追いつく。２０－１９昌平１点リ

ードで終了。                                                                                         

第２Ｐ 	
 両 チ ー ム 共に激しいディフェンスを頑張り、得点が伸びずに重苦しい展開が続く。

昌平は＃７＃１５のリバウンドシュートなどでゴール近くで得点し、一方川口北は＃１３

＃６の外からのシュートでつなぐ。川口北は昌平＃１５をゴール下で３人で囲み、速攻や

ビックマンを外に連れ出してからのドライブなどで戦うが、昌平は＃７の２本目の３ｐな

どバランス良く得点を重ねる。昌平＃４が４つ目のファウルを犯すが、ドライブを決めて

３０－３４昌平リードで前半終了。 	
 	
 	
 	
 	
                                                                	
 	
   

第３Ｐ 	
 昌 平 は ＃ ６＃７の３ｐで始まり、引き離すようにみえたが、川口北の＃１１＃１

３双子の早いパス回しや＃６の速攻などで食らいつくと、ハーフコートでのダブルチーム

からの速攻を連続３本続け、逆転に成功する。お互いベンチメンバー同士となり、川口北

＃４が負傷してベンチに戻るなど、目まぐるしい展開となったが、川口北が＃６の２本の

３ｐを含めよく走り、５３－４２川口北が逆転し終了。 	
 	
 	
 	
                                                                                

第４Ｐ 	
 １ １ 点 ビ ハインドの昌平はゴール下で＃１５＃６が合わせ、川口北も＃１１＃４

が合わせて追いつかせない。ここから昌平＃７がこのピリオドだけで４本の３ｐを決め、

ゲ ー ム を 振 り 出 し に 戻 す 。 残 り ４ ０ 秒 １ 点 差 に 追 い つ か れ た と こ ろ で 川 口 北 が T O。 マ イ

ボールスローインからショットクロックギリギリまでパスを回し合わせ、最後に＃４が意

地のジャンプシュートを決め３点差。残り１２秒昌平 T O 後のスローインから最後の３ｐ

シュートもブロックされ、残り２秒川口北スローインからボールを投げ上げ、試合終了。  

７０－６７で川口北が逆転勝利した。         	
 （ 記 録 者 ： 	
 草 加 西 高 校  伊澤 	
 暁 	
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